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間 9 次の遺伝性疾患のうち,X線に対 して高い致死感受性を示すものの組合せはどれか。
A 色素性乾皮症  B ブルーム症候群  c 血友病  D 毛細血管拡張性運動失調症

烹
ACPの み   2 ABの み   3  BCのみ  僣) Dの み   5  ABCDす べて

問 16全身被ばくによる急性障害に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A 大腸は十二指腸より障害が強い。
B 動物種により致死感受性が異なる。
C 細胞再生系では幹細胞の障害が主因である。
D 造血器系障害は骨髄移植により回復できる可能性がある。
l  ABCの み   2 ABDの み   3 ACDの み  で) BcDのみ   5 ABCDす べて

間 21放射線による発がんに関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A 白血病の潜伏期間は被ばく線量が高いほど短い。
B 被ばく線量と悪性度には相関関係が認められない。
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のみ  4 Dの み  5 ABCDす べて

間 22放射線被ばくと発がんの関係のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A ウラン鉱夫と肺がん
B 頭部白癬 x線治療と甲状腺がん
C ラジウム時計文字盤工と胃がん
D トロトラス ト血管造影と大腸がん

OAと B  2 Aと C  3 Aと D  4 Bと c  5 Bと D

問 25X線 による胎内被ばくの影響に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A 器官形成期に被ばくした場合に奇形が生ずるしきい線量は lo mGy程度である。
B 精神遅滞が生じやすいのは妊娠 25週目以降である。
C 精神遅滞のしきい線量は 10 mGy程度である。
D 致死感受性が最も高いのは着床前期である。
l  ACDの み   2  ABの み   3  Bcのみ  で) Dのみ   5 ABCDす べて

間 26放射線の遺伝的影響に関連する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A 精原細胞被ばくによる影響は精細胞被ばくより小さい。
B 精子にはDNA損傷修復機能がない。
C 受精後の卵細胞では放射線による突然変異は発生 しにくい。
D 倍加線量法ではヒトの自然発生率と動物実験データとを用いる。
l  ABCの み  o ABDの み   3 ACDの み   4 BcDの み   5 ABCDす べて


